
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

国
内
外
か
ら
の
利
用
伸
ば
す

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
追
い
風
に


年
は
大
幅
成
長
を
達
成

梁　穎希（レオ・リャン）氏
シートリップ・ジャパン

Ｍ．ＬＬ

マイケル・ダイクス氏
エクスペディアホールディングス

Ｍ．ＭＤ

ジェームス・ホワイトモア氏
ブッキング・ドットコム・ジャパン

Ｍ．ＪＷ

国
内
市
場
に
本
格
参
入

外
資
メ
ガ
３
社
の
戦
略
ＯＴＡトップ座談会

（２１） 第２８７４号第３種郵便物認可２０１７年（平成２９年）１月１日（日曜日）

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
客
増
加
で
、
外
資
系
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ
ン
ラ
イ

ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
の
存
在
感
が
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
す
る
メ
ガ
Ｏ
Ｔ
Ａ
３
社
、
ブ
ッ
キ

ン
グ
・
ド
ッ
ト
コ
ム（
本
社
＝
オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）、

エ
ク
ス
ぺ
デ
ィ
ア（
本
社
＝
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ベ
ル
ビ
ュ
ー
）、

シ
ー
ト
リ
ッ
プ
（
本
社
＝
中
国
・
上
海
市
）
の
日
本
法
人
の
ト
ッ

プ
３
人
に
話
を
聞
い
た
。

（
司
会
は
本
社
企
画
推
進
部
長
、
江
口
英
一
）

　


年
の
業
績
は
ど
う
だ
っ

た
か
。
ま
た
特
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
。

　
ホ
ワ
イ
ト
モ
ア
　
ブ
ッ
キ
ン
グ

・
ド
ッ
ト
コ
ム
に
と
っ
て

年
は

と
て
も
良
い
年
だ
っ
た
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
加
え
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
需

要
を
中
心
に
国
内
客
の
国
内
宿
泊

が
非
常
に
伸
び
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
つ
い
て
は
、
円
高
の
影
響
で

減
っ
た
市
場
も
あ
っ
た
が
、
メ
イ

ン
市
場
で
あ
る
中
国
、
香
港
、
韓

国
、
台
湾
か
ら
の
お
客
さ
ま
は
、

キ
ー
プ
。実
の
と
こ
ろ
、伸
び
率
の

鈍
化
こ
そ
あ
っ
た
も
の
の
前
年
を

大
き
く
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ど
の
く
ら
い
か
。

　
ホ
ワ
イ
ト
モ
ア
　
例
で
言
う

と
、
韓
国
や
台
湾
は
前
年
の
２
倍

程
度
だ
。

　

２
倍
で
「
キ
ー
プ
」
な
の

か
（
笑
い
）
。

　
ホ
ワ
イ
ト
モ
ア
　
中
国
か
ら
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
依
然
シ
ェ
ア

は
大
き
い
。
更
に
積
極
的
に
投
下

し
た
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が
奏
功
し
て
日

本
国
内
か
ら
の
予
約
も
直
近
の


カ
月
間
継
続
し
て
増
え
続
け
て
い

る
。
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
今
最
も

伸
び
て
い
る
部
分
だ
。
も
ち
ろ
ん

国
内
か
ら
海
外
へ
の
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
も
海
外
旅
行
の
個
人
旅
行
者

の
増
加
に
伴
っ
て
伸
び
て
い
る
。

　

エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
ア
は
ど
う

だ
っ
た
か
。

　
ダ
イ
ク
ス
　
私
は
一
昨
年
の
秋

に
着
任
し
、
昨
年
の
こ
の
座
談
会

で
３
つ
の「
ゴ
ー
ル
」を
掲
げ
た
。

１
つ
目
は
全
国
に
オ
フ
ィ
ス
を
開

き
、
自
治
体
や
地
域
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、

宿
泊
施
設
と
親
密
な
関
係
を
築
く

こ
と
。
２
つ
目
は
国
の
方
針
に
も

沿
っ
た
形
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー

ト
以
外
の
市
場
を
活
性
化
す
る
こ

と
。
そ
し
て
３
つ
目
は
、
低
稼
働

率
の
旅
館
と
向
き
合
っ
て
、
販
売

を
強
化
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
を
目

指
し
た
。
も
ち
ろ
ん
失
敗
も
あ
っ

た
が
、
総
じ
て
成
果
が
あ
っ
た
。

　
地
域
連
携
と
い
う
面
で
、
一
番

お
役
に
立
て
た
と
思
う
の
は
、
熊

本
地
震
の
後
の
復
興
支
援
だ
。
復

興
支
援
に
役
立
て
ば
と
思
い
、
発

生
か
ら
２
週
間
後
に
、
社
内
の
デ

ー
タ
を
ま
と
め
て
、
予
約
の
将
来

予
測
を
、
関
係
す
る
自
治
体
と
関

係
省
庁
と
共
有
し
た
。

　

そ
の
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
象
の
「
ふ
っ
こ
う
割
」
を
始
め

た
。

　
ダ
イ
ク
ス
　
弊
社
内
デ
ー
タ
な

の
だ
が
、
地
震
発
生
後
は
発
生
前

に
比
べ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
予
約
が


％
減
と
い
う
状
況
だ
っ
た
が
、

３
カ
月
程
度
で
元
の
水
準
に
戻
っ

た
。
６
カ
月
後
に
は
地
震
前
の


％
増
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
前

年
比
だ
と
倍
増
の
実
績
だ
。
至
ら

ぬ
点
も
多
々
あ
っ
た
と
思
う
が
、

地
域
と
連
携
し
、
一
定
の
貢
献
が

で
き
た
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
な
誘
客
対
象
地
域

は
ど
こ
だ
っ
た
の
か
。

　
ダ
イ
ク
ス
　
韓
国
、
台
湾
、
香

港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
以
外

の
市
場
活
性
化
の
成
果
は
。

　
ダ
イ
ク
ス
　
東
京
・
大
阪
以
外

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
前
年
比

％
増

と
い
う
結
果
を
残
せ
た
。

　

旅
館
の
販
売
強
化
で
は
何

を
や
っ
た
の
か
。

　
ダ
イ
ク
ス
　
全
旅
連
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
重
ね
、
旅
館
側
の
抱
え
る

悩
み
、
ご
不
満
な
ど
を
う
か
が
っ

た
。
そ
し
て
旅
館
特
有
の
ス
タ
ー

・
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
つ
ま
り
評
価

制
度
を
設
け
た
。

　

日
本
の
エ
ク
ス
ぺ
デ
ィ
ア

が
開
発
し
て
、
世
界
中
の
エ
ク
ス

ペ
デ
ィ
ア
サ
イ
ト
で
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

　
ダ
イ
ク
ス
　
そ
の
通
り
だ
。
エ

ク
ス
ペ
デ
ィ
ア
の
評
価
制
度
は
元

々
ホ
テ
ル
を
基
準
に
作
ら
れ
て
い

る
の
で
、
高
級
旅
館
で
あ
っ
て
も

レ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
５
点
満
点
で
３

と
か
３
・
５
と
か
に
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
社

に
と
っ
て
も
恥
ず
か
し
い
問
題
だ

っ
た
。
そ
こ
を
改
善
し
、
食
事
、

歴
史
的
重
要
性
、
温
泉
な
ど
の
評

価
軸
を
加
え
、
旅
館
特
有
の
評
価

制
度
を
構
築
し
、
段
階
的
に
契
約

施
設
に
適
用
中
で
あ
る
。

　
１
泊
２
食
付
き
問
題
に
つ
い
て

の
６
カ
月
間
の
販
売
実
験
も
行
っ

た
。１
泊
２
食
付
き
、朝
食
付
き
、

素
泊
ま
り
の
３
種
類
の
プ
ラ
ン
を

販
売
し
た
と
こ
ろ
、
％
、
％
、


％
と
い
う
販
売
実
績
が
で
た
。

旅
館
の
皆
さ
ん
に
申
し
上
げ
た
い

の
は
、
「
選
択
肢
」
の
重
要
性
。

１
泊
２
食
の
み
の
設
定
の
場
合
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ
と
市
場
の

％

が
対
象
に
な
る
。
朝
食
付
き
プ
ラ

ン
も
加
え
れ
ば

％
ま
で
広
が

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
験
し
て
、

情
報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

シ
ー
ト
リ
ッ
プ
は

年
、

ど
う
だ
っ
た
か
。

　
梁
　
中
国
経
済
は
不
調
の
１
年

だ
っ
た
が
、
シ
ー
ト
リ
ッ
プ
・
ジ

ャ
パ
ン
は
予
約
数
、
売
上
総
利
益

と
も
に
前
年
比
約

％
増
を
記
録

し
た
。
た
だ
、
お
客
さ
ま
１
人
当

た
り
の
単
価
は
若
干
落
ち
た
。

　
ブ
ッ
キ
ン
グ
・
ド
ッ
ト
コ
ム
と

エ
ク
ス
ぺ
デ
ィ
ア
は
既
に
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
だ
が
、
シ
ー
ト
リ
ッ
プ

は
、
ま
だ
ま
だ
発
展
の
初
期
段
階

に
あ
る
。

年
ま
で
は
完
全
に
国

内
向
け
企
業
だ
っ
た
。
海
外
展
開

を
始
め
た
の
は

年
の
後
半
で
、

シ
ー
ト
リ
ッ
プ
・
ジ
ャ
パ
ン
も
そ

の
こ
ろ
立
ち
上
げ
た
。
シ
ー
ト
リ

ッ
プ
の
海
外
展
開
の
中
で
、
日
本

は
重
要
拠
点
の
一
つ
だ
。

年
は

契
約
宿
泊
施
設
数
を
伸
ば
す
こ
と

に
か
な
り
注
力
し
た
。

　
実
は
、
シ
ー
ト
リ
ッ
プ
・
ジ
ャ

パ
ン
は
１
月
に
ホ
テ
ル
部
門
を
独

立
さ
せ
て
、
会
社
を
２
つ
に
分
け

る
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
、
団
体

旅
行
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
と

い
っ
た
旅
行
事
業
部
門
と
、
宿
泊

の
仕
入
れ
販
売
を
行
う
ホ
テ
ル
部

門
を
分
け
て
別
会
社
に
す
る
。
私

は
旅
行
事
業
部
門
の
責
任
者
と
な

る
。

　
中
国
人
の
海
外
旅
行
は
、
欧
米

人
、
日
本
人
と
比
べ
て
、
や
は
り

初
期
段
階
に
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は

ホ
テ
ル
や
航
空
券
の
予
約
だ
け
で

な
く
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
や
Ｈ
Ｉ
Ｓ
が
日
本

人
向
け
海
外
旅
行
で
や
っ
て
き
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
、
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
ツ
ア
ー
な
ど
の
造
成
、
販
売

も
シ
ー
ト
リ
ッ
プ
の
柱
の
１
つ
と

し
て
海
外
展
開
を
図
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

　

次
に

年
の
各
社
の
方
向

性
を
う
か
が
い
た
い
。

　
ホ
ワ
イ
ト
モ
ア
　
ホ
テ
ル
・
旅

館
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
限
ら

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
施
設

を
お
客
さ
ま
に
提
供
す
る
と
い
う

こ
と
が
一
つ
の
カ
ギ
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
。
ま
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
お
客
さ
ま
も
最
近
は
勉
強
熱
心

に
な
っ
て
き
て
い
て
、
積
極
的
に

新
し
い
エ
リ
ア
を
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
施
設
タ
イ
プ
と
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
目
的
地
）

を
多
様
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
う
。
つ
ま
り
需
要
に
大
き

な
変
化
が
出
て
き
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
ホ
テ
ル
や
旅
館
、
温
泉
地
に

泊
ま
り
た
い
と
い
う
お
客
さ
ま
が

多
い
の
だ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
ア

パ
ー
ト
メ
ン
ト
や
ヴ
ィ
ラ
に
泊
ま

り
た
い
と
い
う
お
客
さ
ま
も
増
え

て
き
て
い
る
の
が
実
情
だ
。
ト
レ

ン
ド
は
そ
の
方
向
に
向
か
っ
て
い

る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
タ
イ
プ

と
い
う
の
は
、
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ

ン
タ
ル
や
民
泊
と
い
う
こ
と
か
。

　
ホ
ワ
イ
ト
モ
ア
　
も
ち
ろ
ん
法

律
の
枠
内
で
や
っ
て
い
く
と
い
う

の
が
大
前
提
と
な
る
。

　

展
開
方
針
は
。

　
ホ
ワ
イ
ト
モ
ア
　

年
の
モ
メ

ン
タ
ム
（
勢
い
）
を
引
き
続
き
キ

ー
プ
し
て
い
き
た
い
。

年
の
日

本
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
が

好
調
で
、
当
社
も
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

ー
の
１
つ
だ
っ
た
と
思
う
。
と
く

に

年
の
東
京
五
輪
に
向
け
て

は
、
サ
プ
ラ
イ
（
供
給
）
が
あ
る

と
、
そ
れ
に
応
じ
て
デ
マ
ン
ド

（
需
要
）
が
増
え
て
い
く
と
私
は

考
え
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
施
設

タ
イ
プ
も
加
え
て
、
サ
プ
ラ
イ
を

増
や
す
こ
と
で
、
日
本
を
訪
れ
る

お
客
さ
ま
が
増
え
る
と
い
う
好
循

環
を
創
っ
て
い
き
た
い
。

　


年
の
エ
ス
ペ
デ
ィ
ア
の

展
開
は
。

　
ダ
イ
ク
ス
　
円
ド
ル
相
場
は
徐

々
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、

年
は


年
の
足
か
せ
が
取
れ
て
、
一
層
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
強
く
な
る
可
能
性

も
あ
る
。
そ
の
場
合
、

年
に
経

験
し
た
よ
う
な
高
稼
働
率
問
題
が

起
こ
り
得
る
。
　（

面
に
続
く
）


